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理科 本時の学習指導案（本次案）                 平成３０年８月３１日（金）第２校時 
３年１組 授業者：  

題材「どこに足や羽があるのか～昆虫の体のつくり～」（第３時） 
１ 本時の学習計画   第３時 
(1) 学習のねらい 

  それぞれが作ったトンボの模型の共通点を探し出していく子どもたちが、トンボを拡大した写真とＭ・Ｍの

言葉に出合うことを通して、自分のこだわりを持ったトンボと友達のトンボの共通点を見い出す中で自分か

気づいていなかったトンボのより細かい特徴に気づき、自らの作品をふりかえったりもう一度トンボを観察

したりしてトンボへの理解を深めていくことができる。 

(2) 本時の学習材 

トンボを拡大した写真とＭ・Ｍの言葉 

  ｏ子どもたちは教師が提示したトンボの模型の写真を見比べていく中で、それぞれのトンボの共通点を探

し出していくだろう。その中で共通点として挙げられた特徴だけでは本物のトンボの特徴とは言えない

ということに気づき、疑問に思っていくだろう。そこで学習材を提示する。 

 ｏ本学習材はトンボの体のある一部分を拡大した写真とＭ・Ｍのトンボの羽の付き方に関する言葉である。

この学習材に触れたＨ・Ｍは自分が本物のトンボを観察する中で見つけたトンボには毛が生えていると

いう特徴を語り始めるだろう。拡大写真を見たＳ・Ｈくんはトンボの細かい特徴に気づき、もう一度本物

のトンボを観察したいと願うだろう。そして、子どもたちは本物のトンボへの理解をより具かめていくこ

とが期待できる。 

(3) 学習の展開 
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１学習問題を確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２各自のトンボに

関する疑問を、更

に観察したり製

作したりして追

求する。 

 

３本時の追求をふ

りかえる。 

 

 

 

 
・羽は 4 枚、足は 6 本ある 
・体が 3 つに分かれている 
ｏ他にも特徴はあるよ 

 

 
 
・もう 1 度本物のトンボを観察

したい 
・外からは見えない内側を観察

するために分解したい 
・新しい特徴が見つかったから

トンボの模型を修正したい 

・よく見てみたら足にとげのよ

うなものがあった 

・羽や足がどのようにして付い

ているのか観察できた 

ｏトンボの特徴を新しく知るこ

とができる活動ができた。 
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・前時までに製作したトンボ

の模型の写真を提示し、共

通点を問う。 

・共通点以外にもトンボに関

して気づきがあったかを

問い、学習材を提示する。 

 

 

 

 

・子どもたちが自らの疑問

を解決するための活動を

支援する。 

 

 

 

 

 

 

о今回の活動で得られた新

たな発見や感想を学習カ

ードに記述させる。 

 

粘土で製作したトンボの共通点

はなんだろう。 

学習問題 

トンボを拡大した写真

とＭ・Ｍの言葉 

学習材 

学習課題 
トンボをより細かく観察し、トンボへの理解を
深めよう。 

子どもたちの中に生ま

れた問いを自ら解決し

ようとする様子を活動

から捉える。 

評価 




